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平成３０年２月定例会 環境農林委員会（急施議案）の概要 

 

日時 平成３０年 ２月２６日（月） 開会 午後 ２時３５分 

                閉会 午後 ２時４７分 

場所 第６委員会室 

出席委員 岡地優委員長 

権守幸男副委員長 

 横川雅也委員、永瀬秀樹委員、石井平夫委員、高橋政雄委員、小島信昭委員、 

     水村篤弘委員、井上航委員、柳下礼子委員、松坂喜浩委員 

欠席委員 なし 

説明者 篠崎豊農林部長、山崎達也農林部副部長、牧千瑞農林部副部長、 

     前田幸永農業政策課長、小畑幹農業ビジネス支援課長、 

     齊藤倫夫農産物安全課長、岩田信之畜産安全課長、石間戸芳朗農業支援課長、 

     持田孝史生産振興課長、岡眞司森づくり課長、林淳一農村整備課長 

 

会議に付した事件並びに審査結果 

１ 議案 

議案番号 件              名 結    果 

第５１号 
平成２９年度埼玉県一般会計補正予算（第５号）のうち農

林部関係 
原案可決 

 

２ 請願 

  なし 
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平成３０年２月定例会 環境農林委員会（急施議案）における発言 

 

 

【付託議案に対する質疑】 

小島委員 

 今回、補正予算で工事を行う事業に対し、繰越明許費を設定するが、工事の発注や完

成はいつか伺う。 

 

森づくり課長 

 治山事業については、３月中に発注し、速やかに契約する予定である。工事箇所は、標

高が高く冬季の工事が困難であることから、今年の１２月までには完成する予定である。 

 

農村整備課長 

 農村整備事業については、速やかに着手し年度内の発注に努める。ため池事業について

は、現在、実施中の工事に、しゅんせつや護岸工を追加するものであり、今年の夏前まで

に完成する予定である。 

 

小島委員 

 かんがい排水事業及びほ場整備事業の完成は、今年の作付けに間に合うのか伺う。 

農村整備課長 

 かんがい排水事業については、「荒川中部右幹線地区 幡羅揚水機場」のポンプ整備であ

り、対象地区におけるブロッコリーの定植時期である秋までには間に合う予定である。ま

た、ほ場整備事業については、換地計画原案を早期に作成することにより工事着手を早め

ていく。 

 

【付託議案に対する討論】 

なし 

 


